
取組と目標に対する自己評価シート 

 

年度 令和５年度 

 

前期（中間見直し） 

実施内容 

 

自己評価結果 

 

課題と対応策 

 

 

後期（実績評価） 

実施内容 

・高齢者の生きがい事業の実施（5教室、パークゴルフ大会）延べ参加者数 956人 

・エリアポーター養成講座の実施  令和 5年 9月 4日（月）～12月 4日（月）４回 ８講座 

受講者数（エリアサポーターに登録された方） 23人   

自己評価結果【△】 

・高齢者の生きがい事業は新型コロナ感染症の緊急事態宣言やまん延防止対策重点地域の発令によ

り、実施できない期間が約３、４ヶ月あった。 

・新型コロナウイルス感染症が５類へ移行したため、通常の形でエリアサポーター養成講座を開催。

23名がエリアサポーターへ登録、そのうち、市内企業から６名のサポーターが新たに誕生した。 

・生きがい事業とエリアサポーター養成講座の実施はできたが、目標人数に達成していないので△

とする。 

課題と対応策 

【評価時点での課題】 

・平成 28年度よりエリアサポーター養成講座を継続して開催し、令和５年度現在 207名のエリアサ

ポーターが登録しているが、高齢化に加え、転出や病気等で登録を解除されるサポーターもおり、

地区活動への影響が危惧される。 

【課題に対する改善策】 

・エリアサポーター養成講座の継続。（企業への積極的なアプローチ） 

・活動を継続するためにも、エリアサポーターの必要性を伝えるとともに、他地区のエリアサポー

ターや市民、企業の方々と交流を図る場の参加を勧奨する。 

 


